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１　富士河口湖町と上九一色村南部地区が合併（第2次合併）した日は� 

　　 1　Ｈ16年1月1日　　　2　Ｈ17年3月1日　　　　3　Ｈ18年1月1日　　　4　Ｈ18年3月1日

２　現在、富士河口湖町にある湖の数は�     

　　 1　2湖�　　　　　　　2　3湖�　　　          3　4湖�　　　　      4　5湖

３　旧勝山村は合併により何年の歴史に幕を閉じたか　　

　　 1　105年�　　　      2　111年�　　　        3　124年�　　　　　   4　130年

４　旧足和田村が村政を開始したのは何年か�   

　　 1　明治11年�　　　   2　明治32年　　　     �3　昭和17年�　        4　昭和30年

５　富士ヶ嶺地区の旧名称は�      

　　 1　古関�　　　　　   2　富士豊茂�　　　   　3　梯�　　　　        4　豊茂

６　日蓮聖人に縁あると言われている小立地区にある石の名前は

　　 1　口曲がり石�      2　耳曲がり石�　　      3　鼻曲がり石�　      4　へそ曲がり石

７　勝山地区シッコゴ公園で春の一大イベントとして行われているお祭りは

　　 1　火祭り�　　　　　2　やぶさめ祭り         3　ねぶた祭り�      　4　だんじり祭り

８　浅川地区の中心にある神社の名前は�     

　　 1　白山神社　　　 　2　浅間神社　　　     　3　貴船神社�          4　薬明神社

９　毎年冬に西湖の氷まつりが行われている場所は　　　　�

　　 1　いやしの里　　 　2　コウモリ穴          �3　竜宮洞窟　　       4　野鳥の森公園

10　平成15年に開校した町内にある大学の名称は�    

　　 1　健康福祉大学�　  2　健康理学大学　　�    3　健康教育大学　      4　健康科学大学

11　勝山地区でスズ竹を原料に作られている特産品は�   

　　 1　水筒　　　　　   2　ザル　　　　　  　   3　竹炭�　　　　    　4　爪楊枝

12　数年後に開通を予定している大石地区で建設中のトンネルは�  

　　 １　若彦路トンネル　2　若彦道トンネル　�    3　若彦寺トンネル　   4　若彦地トンネル

13　今も脈々と続いている本栖地区の行事は�    

　　 1　大名行列�　　     2　貴族行列�　　　    　3　公家行列　　　     4　戦国行列

14　町内にある湖の中で最も面積が大きな湖は�    

　　 1　河口湖�　　      2　西湖　　　　　　    �3　精進湖�　          4　本栖湖

15　大石地区で生産されているブドウを原料に生産されている河口湖産ワインの名称は

　　 1　河口湖ノワール　 2　河口湖ヌーボー       3　河口湖ロマネ 　     4　河口湖ピノノ

16　河口地区には誰の音楽碑が建立されている�   

　　 1　綾小路きみまろ　 2　清水国明　　　　    3　古賀政夫　　　      �4　美空ひばり

17　精進地区から見える「子抱き富士」親が富士山だとすると、子に当たる山は�

　　 1　大室山�　　      2　足和田山　　       �3　毛無山　　　       �4　天上山

18　県の文化財に指定されている丸木舟、船津地区には何隻あるか�  

　　 1　２隻�　　　　　　2　３隻　　　　�      　3　４隻�　　　       　4　５隻

19　河口の浅間神社に伝わり、今でも行われている舞の名前は�  

　　 1　子供の舞　　　   2　稚児の舞　　　      �3　園児の舞　　　      4　圭児の舞

20　大嵐地区の蓮華寺で所蔵しているもので、県の文化財に指定されているものは�

　　 1　木魚　　�　      2　釣鐘�　　          　3　わに口�　　　     　4　だるま

21　本栖地区でダイヤモンド富士が見れるスポットと言えば

　　 1　竜ヶ岳          �2　十二ヶ岳�　　　      3　槍ヶ岳�　　　　     4　八ヶ岳

22　船津地区にある国の天然記念物に指定されているものは�

　　 1　胎内樹型�        2　コウモリ穴　　      �3　大杉　　　　   　　�4　ヤマネ

23　精進地区にある珍しいカタカナの名前の山は

　　 1　パノラマ山�　    2　パノラマ峠　   　�   3　パノラマ岳　　　   �4　パノラマ台

23　河口湖（天下茶屋）に滞在し１９４３年に「富岳百景」を発表した作家は

　　 1　川端康成         2　太宰治�　　          3　夏目漱石　　　　     4　芥川龍之介

25　天保21年に武田信玄から西海文書を与えられたのは�  

　　 1　西湖組�          2　西湖衆�　　          3　西海衆�　　　　　    4　西海会  

＝富士河口湖検定＝

あなたはどれくらい町のことを知っていますか?
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26　明治8年に船津村と木立村が合併したことによってできた村は�

 　 1　小立村�　　 　 　2　大富村�　　　　　 　 　3　船津村　　　 　 　�4　川口村

27　冨士御室浅間神社は何の中心であったか

　  1　大原五郷�　　  　2　大原六郷�　　　　  　3　大原七郷�　　　  　 4　大原八郷

28　大石公園に併設してある施設は

　  1　自然生活館�　  　2　河口湖美術館　      3　砂防資料館�　　　   4　生涯学習館

29　天上山に設置してある太宰治の記念碑にはどんな言葉が刻まれているか� 

　 1　お前に惚れた�    2　あいつが惚れた　    3　惚れたが悪いか　　   4　富士に惚れた

29　本栖地区にある戦国の世を今に伝える歴史遺産は�

　  1 土塁�　　　　    2　草塁　　　　　　  　�3　苔塁�　　　　　   　 4　石塁

30　周囲１０ｍ高さ４０ｍにもなる精進地区にある大杉はなんと呼ばれているか

　 1　上九の大杉�  　　2　精進の大杉�　　 　  3　富士の大杉�　        4　信玄の大杉

32　昭和41年に西湖、根場地区に未曾有の大災害をもたらしたものは

　 1　地震�　　　　  　2　台風　　　　　　  　3　火事�　　　　    　 　4　噴火

33　大石地区の伝統ある特産品の名称は�     

　 1　大石織　　　   　2　大石結　　　　　  　3　大石紬�　　　　　    4　大石染

34　富士五湖の水位が増加すると、精進湖付近に現れるものは�  

　 1　小海�　　　　    2　鵠沼�　　　　　　  　3　赤池�　　　　　      4　尾瀬

35　上九一色村北部地域はどこと合併したか�    

　 1　甲府市　　　　  �2　笛吹市　　　　　  　3　市川三郷町　　 　�    4　身延町

36　冨士御室浅間神社本殿が富士山2合目から移築された年は�  

　 1　明治32年　　　   2　大正10年　�　   　　　3　昭和26年　　　　    �4　昭和49年　

37　中村星湖、渥美芙蓉、山本丈晴をはじめ多くの文化人を輩出している地区は�

　 １　船津地区　　  　2　小立地区　�　　　　   3　河口地区　　   　　　4　大石地区

38　河口湖美術館に展示されている「日本心神」を描いた画家は�  

　  1　尾形光琳�　　　 2　北大路魯山人　　    　3　横山大観　　　   　　4　平山郁夫

39　河口湖に伝わる昔話で、安太郎さんがかっぱから教えてもらったことは� 

　 1　魚の取り方　　  �2　きゅうりの育て方　    3　上手な泳ぎ方�　　   4　薬の作り方

40　「しずまりかへりし　秋の山のまに　精進の湖は　こもりつつあり」この歌を詠んだ歌人は�

　 1　与謝野晶子　　  �2　北原白秋�　　　　　   3　斎藤茂吉　�　　   　 4　松尾芭蕉

41　富士五湖の花火大会で最も歴史のある河口湖湖上祭は今年で何回目か�

　 1　80回　　　　　  2　90回　　　　　　     　3　100回　　　　　    　4　110回

42　河口地区の郷土料理「めまき」には何が使われいる�   

　 1　あられ　　�　 　2　あらめ�　　　　　     3　あらき�　　　　    　 4　あらや

43　明治時代、精進湖の魅力に惹かれ海外に「ジャパン・ショージ」と紹介した人は�

　 1　ラフカディオ�  2　ゴーティエ�　　　 　3　ホイットウォーズ�　　　4　コーンウォール

44　小立地区の林地区で行われている芝居は�  

　 1　浄瑠璃　　　　 　2　能　　　�　　　　　   3　狂言　　　　　     　　4　歌舞伎

45　冬のコウモリ穴にできることが確認された、洞窟入口付近で水が凍ることでできるものは�

　 1　氷柱　　　 　　 2　氷玉�　　　　　　　    3　氷筍　　　　　      　�4　氷壁

46　次のうち最も高いところに位置する場所は

　 1　大室山山頂�　　2　王岳山頂�　　    　　　3　黒岳山頂　�　　　　     4　足和田山山頂

47　長浜地区の長崎山に植栽を計画している樹木は�   

　 1　もみじ�　　　　2　ポプラ�　　　　　     3　イチョウ�　　　 　      4　さくら

48　町内で栽培に成功し、名前を募集した中国原産の希少なキノコに付けられた名前は

　 1　白富士茸　　�　2　雪富士茸　　　　    　3　白峰茸�　　　　　     　4　雪山茸

49 「健康づくりは歩くこと」をテーマに町が町民皆歩の日として定める日は

　 1　2月23日　　　�2　4月29日�　　　　     　3　8月8日�　　　　      　4　11月15日

50　現在の富士河口湖町の人口は�     

　 1　約20,000人　　�2　約25,000人�　　　　     3　約30,000人　       　　4　約35,000人

＝富士河口湖検定＝

町の誕生日イベント「特性富士河口湖検定」です。

＊回答は、34・35ページに掲載してあります。
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　水道が凍結した場合や、水道が漏水した場合には、直接最寄りの指定給水装置工事事業者に修繕の依頼をして

ください。（修繕費は各自負担になります）

　また、水道の新設又は家屋の新築、増築に伴い水道工事を行う場合は、申請が必要です。工事の申請は、指定

給水装置工事事業者が行いますので、最寄りの事業者に依頼してください。

0555-72-0172

0555-72-0823

0555-73-2067

0555-73-2222

0555-72-2649

0555-72-2838

0555-73-3630

0555-72-0178

0555-72-1154

0555-73-1252

0555-73-0358

0555-73-1661

0555-73-2351 

0555-72-1577

0555-72-1168

0555-72-2042

0555-72-1818

0555-83-2977

0555-72-1012

梶原設備工業

(有)小佐野設備

㈱スバル工業

富士土木㈱

中村工業

渡辺設備

(有)モトキ新設備

富士見設備工業

協栄工業㈱

石原設備工業

㈱熱研メンテナンス

渡邊工業

(有)綾部設備

(有)三友設備工業

㈱コバヤシ工業

渡辺管工事

渡伊設備工業

光根設備工業

(有)梶原水道

(有)鐘畑設備工業

中村設備

(有)外川設備工業

山梨ウォータメンテナンス（株）

(有)はやし設備

貴家設備

㈱叶建設勝山営業所

倉沢配水設備

ミレニアム設備

在原工業（有）

旭設備

住吉設備

古谷設備

倉沢設備

三浦設備

丸修設備

富士ヶ嶺水道設備工業

(有)山光工業

船津 910

船津 3143-2

船津 5146-1

船津 3499-6

船津 3917

船津 966-2

船津 6772-1

船津 3111-2

船津 3776

船津 7398

船津 6601-1

船津 1546-8

船津 2204-2

小立 2051

小立 1777-1

小立 2175-12

小立 1790-2

小立 788-2

小立 4315-6

0555-72-1338 

0555-76-7604

0555-76-7508

0555-76-7508

0555-76-6630 

0555-76-8657

0555-85-2753

0555-83-2202

0555-83-2004

0555-83-2120

0555-82-2456

0555-82-2491

0555-82-2152

0555-82-2623

0555-82-2506

0555-82-2798

0555-89-2250

0555-89-2141

小立 2891

河口 1597-2

河口 1089

河口 1089

大石 2875-1

大石 1253-7

勝山 314-1

勝山 429

勝山 1110

勝山 1070-5

長浜 1218

西湖

西湖西�3-7

西湖西�13-1

西湖南�13-5

大嵐 898-3

富士ケ嶺�491

富士ヶ嶺�615

工事事業者 住　　所 電話番号 工事事業者 住　　所 電話番号

指定給水装置工事事業者
（平成１８年４月１日現在、町内にある指定事業者です。）� 

水道の凍結・漏水修理について(お知らせ)
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財

団

施

設

の

業

務

河口湖美術館 12月27日～31日

12月27日～31日

閉館なし

12月27日～31日

1月1日～4日

1月1日～4日

1月1日～4日

1月1日～4日

河口湖ミューズ館

大石紬伝統工芸館

河口湖
フィールドセンター

12月27日～31日 1月1日～4日河口湖自然生活館

閉館なし 1月1日～4日河口湖ハーブ館

富士河口湖ふるさと振興財団（７６－８２８２）

施設名 年末閉館 年始開館

※町外の事業者は町ホームページに記載してあります。
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●大会内容　

　　平成２１年５月１４日～１７日に富士山・富士五湖で開催される「第11回

　IVVオリンピアード」は、“ウォーキング”“スイミング”“サイクリング”の3種

　目を用意し、参加者が勝負を競わず、楽しむことをモットーに実施される国

　際大会です。

　※IVVとは、　国際市民スポーツ連盟の略称です。

●応募規定　

　〔大会スローガン〕　

　　ハガキの裏面に大会スローガン（２０文字以内）を記し、その左下に横書き

　で“簡単な作品の趣旨”を明記のこと。

　〔シンボルマーク〕

　　Ａ４判白色用紙を使用。着色すること。縦横自由。デザイン面上部の中央部

　に「上」と記載。作品裏面左下に横書きで“簡単な作品の趣旨”を明記のこと。 

　作品は折り曲げないように送付のこと。

　※〔共通〕自作未発表作品に限る。応募点数は制限なし、ただし１枚につき１点。

●応募方法　

　　ハガキ・Ａ４判用紙の左下に横書きで、〒住所、氏名、年齢、性別、職業（学生は、学校名・学年）、電話番

　号を明記。（ハガキは作品面、Ａ４判は作品の裏面へ記載のこと）

　■応募先　〒401-0301　富士河口湖町船津5542－1　富士河口湖町民体育館内　

　　　　　　　　　　　　  第11回ＩＶＶオリンピアード大会スローガン・シンボルマーク公募事務局

　■問合先　日本市民スポーツ連盟内第11回ＩＶＶオリンピアード運営事務局　� 03－3295－1020

●応募資格　不問

●　 賞　  最優秀賞　各１点＝旅行券１０万円分／ウォーキングシューズ　

　　　　　優 秀 賞　各２点＝旅行券５万円分／ウォーキングシューズ

●締　切　平成１９年２月１５日（当日消印有効）

●発　表　平成１９年３月２０日（予定）　入賞者に通知

●主　催　第１１回ＩＶＶオリンピアード準備委員会ほか

●参　考　作品は補作して使用する場合がある。

●諸権利　入賞者の著作権は主催者に帰属。

勝ち負けのないスポーツの世界祭典勝ち負けのないスポーツの世界祭典

第１１回ＩＶＶオリンピアード

｢大会スローガン・シンボルマーク募集｣！！

第１１回ＩＶＶオリンピアード

｢大会スローガン・シンボルマーク募集｣！！

第１１回ＩＶＶオリンピアード

｢大会スローガン・シンボルマーク募集｣！！
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告
知
シ

ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
火
災
発
生
時
に
消
防
本
部
指
令
台

よ
り
直
接
送
ら
れ
て
き
た
情
報
が
即

時
に
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
に
映
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
送
中
の

番
組
を
中
断
す
る
都
合
上
、
表
示
時
間

は
３
分
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
防
災
無
線
及
び
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
る
前
に
情
報
画
面
が
終

了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先
　

　
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
河
口
湖

　
　
　
　
　
℡
73
‐
１
９
３
１
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
「
モ
１
号
」
が
語
る
６
０
年

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

渡
邊
　
雄
人
　
　
功
一
郎
　
志
乃
文
　
船
津

山
中
　
創
太
　
　
康
　
裕
　
真
　
樹
　
船
津

山
岡
　
栄
志
　
　
栄
　
一
　
聡
　
子
　
船
津

日
向
　
　
碧
　
　
智
　
秀
　
敦
　
子
　
船
津

渡
邊
み
の
り
　
　
良
　
彦
　
厚
　
子
　
船
津

小
宮
山
　
葵
　
　
　
亮
　
　
久
美
子
　
船
津

櫻
澤
　
芽
森
　
　
裕
　
樹
　
香
菜
子
　
船
津

渡
邊
　
未
緒
　
　
世
津
男
　
彰
　
子
　
船
津

野
澤
　
彩
乃
　
　
孝
　
嘉
　
恵
美
子
　
船
津

渡
辺
　
　
竣
　
　
将
　
幸
　
　
恵
　
　
船
津

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
霧
乃
　
　
祐
　
樹
　
咲
　
子
　
浅
川

渡
邊
　
　
諒
　
　
国
　
利
　
　
茜
　
　
小
立

杉
　
　
花
音
　
　
貴
　
介
　
恵
　
女
　
勝
山

加
賀
美
壱
幸
　
　
壽
　
男
　
修
　
子
　
勝
山

三
浦
　
楓
歌
　
　
　
茂
　
　
真
紀
子
　
西
湖
南

外
川
　
正
夫
　
95
歳
　
外
川
　
勝
義
　
船
津

安
富
た
み
子
　
80
歳
　
安
富
　
清
丸
　
船
津
　

中
村
　
陽
子
　
75
歳
　
中
村
　
一
信
　
船
津

外
川
さ
だ
江
　
88
歳
　
外
川
　
頼
幸
　
浅
川

渡
邊
　
君
江
　
71
歳
　
渡
邊
　
　
潔
　
小
立

古
屋
　
久
春
　
78
歳
　
古
屋
　
秀
雄
　
小
立

中
嶋
　
知
代
　
69
歳
　
中
嶋
　
　
實
　
河
口

【
10
月
20
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

ゆ
う
と

そ
う
た

え
い
じ

め
も
り

み
　
お

あ
や
の

き
り
の

か
の
ん

ふ
う
か

い
っ
こ
う

み
ど
り

あ
お
い

し
ゅ
ん

り
ょ
う

ク
レ
メ
ン
テ 

オ
オ
ニ
シ
、

絆
七
ラ
ヴ
ィ
ー
ニ
ア

ヒ
ロ
タ
カ

　
　
蘭
　
　
船
津

は
ん
な

　
本
年
、
６
月
19
日
に
新
装
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
河
口

湖
駅
の
構
内
に
、
写
真
の
如
く
の
一
台
の
車
両
が
展
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
は
「
モ
１
号
」
と
呼
ば
れ

る

こ

の

展

示

公

開

と

合

わ
せ
、
富

士

急

行

の

開

業

記

念

日

だ

っ

た

の
で
す
。

北

麓

開

発

の

起

点

を

明

治

時

代

の

馬

車

鉄

道

に

求

め

る

と

１

０

０

年

以

上
の
歳
月
が
た
ち
ま
す
。
こ
の
古
び
た
車
両
も
、
貴
重

な
近
代
文
化
財
の
ひ
と
つ
で
す
。
歩
い
て
６
時
間
か
か

っ
た
大
月
―
吉
田
間
（
24
キ
ロ
）
も
、
こ
の
「
モ
１
号
」
が

50
分
に
短
縮
さ
せ
た
雄
姿
で
す
。
そ
の
変
遷
史
を
語
る

前
に
、
河
口
湖
駅
の
歴
史
は
意
外
に
新
し
く
、
大
月
‐

吉
田
間
が
河
口
湖
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
が
あ
の
敗
戦
日

本
の
復
興
の
転
機
と
な
っ
た
朝
鮮
戦
争
の
頃
の
昭
和
25

年
（
１
９
５
０
）
８
月
だ
っ
た
の
で
、
若
い
年
代
の
方

々
に
と
っ
て
は
駅
が
な
か
っ
た
時
代
風
景
は
記
憶
に
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
私
「
モ
１
号
」
が
展
示
説
明

を
致
し
ま
す
。

　
富
士
急
行
の
前
身
で
あ
る
富
士
山
麓
電
気
鉄
道
が
昭

和
４
年
（
1
9
2
9
年
）
の
開
業
に
際
し
て
、
新
造
し

た
車
両
モ
１
号
か
ら
５
号
ま
で
の
５
車
両
が
製
作
さ
れ
、

富
士
山
に
向
か
っ
て
走
る
日
本
有
数
の
急
勾
配
路
線
用

と
し
て
電
気
ブ
レ
ー
キ
や
砂
ま
き
装
置
を
設
備
す
る
ほ

ど
の
急
勾
配
対
策
を
万
全
に
施
し
た
当
時
の
最
新
鋭
車

両
で
あ
っ
て
、
本
展
示
車
両
は
富
士
急
行
創
立
60
年
記

念
事
業
に
て
上
田
丸
子
電
鉄
（
現
上
田
電
鉄
）
に
譲
渡

さ
れ
た
車
体
を
引
き
取
り
、
整
備
・
復
元
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
様
に
、
古
い
も
の
を
残
し
、
保
存
し
、
公
開
展

示
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
、
過
去
を
知

り
明
日
へ
の
よ
き
教
材
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
こ
の

展
示
は
富
士
急
行
に
と
っ
て
も
町
民
に
と
っ
て
も
子
ど

も
に
と
っ
て
も
歴
史
的
価
値
多
き
記
念
作
品
な
の
で
す
。

古
来
、
人
の
移
動
手
段
は
自
分
の
足
で
テ
ク
テ
ク
歩
く

か
馬
の
利
用
で
、
明
治
時
代
に
欧
米
か
ら
多
く
を
学
び
、

文
明
開
化
を
進
ま
せ
、
全
国
各
地
も
当
地
で
も
街
道
に

レ
ー
ル
を
敷
き
、
そ
の
上
に
オ
モ
チ
ャ
の
よ
う
な
客
車

を
馬
が
ひ
く
「
馬
車
鉄
道
」
が
明
治
33
年
（
1
9
0
0

年
）
に
吉
田
―
小
沼
間
に
「
都
留
馬
車
鉄
道
」
が
生
ま

れ
、
３
年
後
、
小
沼
―
大
月
間
に
延
長
す
る
形
で
「
富

士
馬
車
鉄
道
」
生
ま
れ
小
沼
を
経
由
し
て
吉
田
―
大
月

間
の
交
通
手
段
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
吉
田

以
西
の
住
民
は
吉
田
ま
で
歩
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
吉
田-

大
月
間
24
キ
ロ
を
歩
い
て
か
か

っ
た
６
時
間
を
馬
車
鉄
道
で
４
時
間
に
短
縮
さ
れ
、
こ

こ
に
県
下
初
の
馬
車
鉄
道
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
街

問２６２ 問２７３ 問２８１ 問２９３ 問３０４ 問３１２ 問３２２ 問３３３ 問３４３ 問３５１ 問３６４ 問３７３ 問３８３ 問３９４ 問４０３ 問４１２ 問４２２ 問４３３ 問４４４ 問４５３ 問４６３ 問４７４ 問４８１ 問４９２ 問５０２

【富士河口湖検定回答】
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日   

時
　
1
月
9
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,725人
(＋27)

 12,657人
(＋12)

 13,068人
　(＋15)

 8,689  
(＋16)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

11月1日現在の
人口・世帯

中
村
　
道
江
　
72
歳
　
中
村
　
忠
敬
　
河
口

中
村
　
市
平
　
91
歳
　
中
村
　
俊
行
　
河
口

堀
内
か
が
子
　
82
歳
　
瀧
口
よ
し
子
　
大
石

渡
辺
富
美
代
　
78
歳
　
渡
辺
　
和
年
　
大
石

　
池
　
　
晃
　
78
歳
　
　
池
　
雅
之
　
大
石

堀
内
も
り
代
　
81
歳
　
堀
内
　
克
巳
　
勝
山

三
浦
　
昭
彦
　
42
歳
　
三
浦
　
　
子
　
長
浜

織
田
　
吉
城 

 

＝ 
 

飯
坂
　
彩
子
　
船
津

松
浦
　
雅
樹 

 

＝ 
 

渡
邊
　
由
美
　
船
津

依
田
正
太
郎 

 

＝ 
 

關
　
　
美
鈴
　
船
津

天
野
　
勝
弘 

 

＝ 
 

渡
邊
江
梨
子
　
船
津

渡
邊
　
英
明 

 

＝ 
 

渡
辺
　
美
香
　
船
津

渡
邊
　
慎
司 

 

＝ 
 

佐
藤
　
姿
子
　
小
立

猪
坂
　
　
剛 

 

＝ 
 

小
佐
野
千
広
　
勝
山

小
佐
野
　
哲 

 

＝ 
 

武
藤
　
　
藍
　
勝
山

渡
邊
　
雅
俊 

 

＝ 
 

渡
辺
め
ぐ
み
　
大
嵐

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

道
に
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
幅
が
両
社
で
異
な
り
、
そ
の
上

両
社
が
乗
り
換
え
る
「
小
沼
」
で
の
積
み
残
し
が
続
発

し
た
た
め
苦
情
も
多
く
、
県
初
め
て
の
両
社
合
併
を
含

め
た
行
政
指
導
が
入
り
、
大
正
８
年
（
1
9
1
9
年
）

か
ら
９
年
か
け
て
両
社
そ
ろ
っ
て
新
鋭
の
「
豆
電
」
と

呼
ば
れ
た
電
気
機
関
車
を
導
入
し
、
レ
ー
ル
幅
を
統
一

し
共
同
経
営
の
運
び
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
新
鋭
と
は

言
っ
て
も
ま
だ
定
員
も
少
な
い
ミ
ニ
電
車
で
し
た
の
で

今
度
は
国
鉄
大
月
駅
か
ら
降
り
る
客
も
多
く
な
る
と
ア

ウ
ト
と
な
り
、
大
正
・
昭
和
に
な
っ
て
の
豊
か
さ
と
近

代
化
に
合
わ
ず
、
そ
の
後
に
生
ま
れ
た
登
山
、
旅
行
ブ

ー
ム
で
は
こ
の
「
豆
電
」
で
は
対
応
で
き
ず
、
共
同
経

営
に
も
限
界
が
来
て
お
り
、
ま
た
ま
た
北
麓
交
通
開
発

に
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
こ
こ
に
北
麓
パ
イ
オ
ニ

ア
の
一
人
の
堀
内
良
平
氏
が
こ
の
時
代
の
波
を
敏
感
に

察
知
し
乗
り
出
し
俗
に
呼
ば
れ
た
「
麓
鉄
」
の
「
富
士

山
麓
電
気
鉄
道
」
を
生
み
初
代
社
長
と
な
り
合
わ
せ
て

当
時
ま
だ
官
選
知
事
の
歴
代
知
事
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

支
援
を
受
け
、
「
モ
１
号
」
の
大
型
電
気
機
関
車
を
作

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
新
鋭
の
「
豆
電
」
と
呼
ば
れ
た

機
関
車
で
か
か
っ
た
２
時
間
を
大
幅
に
50
分
に
縮
め
、

定
員
も
便
数
も
増
や
し
、
し
か
も
学
割
も
あ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
男
女
別
の
通
学
が
、
混
席
が
可
能
に
な
り
、

楽
し
そ
う
な
青
春
の
通
学
の
生
徒
た
ち
に
も
喜
ば
れ
た
。

富
士
山
信
仰
の
信
者
、
行
商
に
向
か
う
方
々
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
展
示
さ
れ
た
「
モ
１
号
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
「
麓
鉄
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
昭
和
４
年
（
1
9
2
9
年
）
は
世
界
金
融
恐

慌
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な
大
不
況
の
余
波
で
、苦
労
多
き

時
代
の
出
発
で
、
経
営
も
苦
し
く
大
変
な
こ
と
で
し
た

が
何
と
か
こ
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
度
は
第
２
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
、
そ
れ
を
も
乗
り

越
え
昭
和
４
年
に
製
造
さ
れ
た
「
モ
１
号
」
に
も
昭
和

25
年
８
月
に
吉
田
駅
か
ら
延
長
し
て
き
た
新
駅
・
河
口

湖
駅
が
出
来
て
か
ら
の
２
年
後
の
昭
和
27
年
ま
で
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。
年
配
の
方
々
に
は
懐
か
し
い
姿
な
の

で
す
。

　
以
後
、「
モ
１
号
」
に
続
き
新
型
電
車
が
製
造
さ
れ
、

そ
の
つ
ど
マ
ス
コ
ミ
に
紹
介
さ
れ
ス
マ
ー
ト
な
電
車
と

な
り
ま
し
た
が
説
明
の
如
く
、
上
田
電
鉄
に
譲
渡
さ
れ

た
、
ま
た
引
き
取
ら
れ
整
備･

復
元
さ
れ
、
こ
ん
な
立
派

な
公
開
舞
台
に
展
示
い
た
だ
き
毎
日
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
町
内
の
学
校
の
社
会
科
見
学
に
は
す
ば

ら
し
い
教
材
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
か
く
し
て
昭
和
４
年(

1
9
2
9
年)

か
ら
昭
和
27
年

（
1
9
5
2
年
）
ま
で
活
躍
し
た
「
モ
１
号
」
も
引
退

し
ま
し
た
。
そ
し
て
発
足
当
時
の
「
富
士
山
麓
電
鉄
」

の
社
名
も
昭
和
35
年
に
「
富
士
急
行
」
と
変
え
、
そ
の

後
の
多
く
の
時
代
変
化
に
対
応
努
力
し
、
今
日
に
至
り

山
梨
県
を
代
表
す
る
会
社
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
鉄

道
会
社
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
国
有
鉄
道
が
中
心
に
作
ら

れ
た
「
人
の
移
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
民
営
化
に
変

わ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
末
端
の
地
方
鉄
道
に
も

道
路
網
の
整
備
と
合
わ
せ
た
マ
イ
カ
ー
の
普
及
、
レ
ー

ル
の
い
ら
な
い
バ
ス
の
運
行
へ
の
転
用
な
ど
大
変
化
が

起
こ
り
、
当
社
も
含
め
各
地
の
地
方
鉄
道
が
利
用
者
の

激
減
に
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

　
私
「
モ
１
号
」
か
ら
す
る
と
こ
ん
な
時
代
に
な
る
と

は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
最
新
の
情
報
に
「
鉄
道
」

と
「
道
路
」
の
両
方
を
自
在
に
走
行
す
る
「
新
型
車
両
」
が

開
発
さ
れ
J
R
北
海
道
が
営
業
運
営
す
る
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
全
国
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

問１ ４ 問２ ３ 問３ ２ 問４ ４ 問５ ２ 問６ ３ 問７ ２ 問８ １ 問９ ４ 問１０４ 問１１２ 問１２１ 問１３３ 問１４１ 問１５１ 問１６３ 問１７１ 問１８２ 問１９２ 問２０３ 問２１１ 問２２１ 問２３４ 問２４２ 問２５３

【富士河口湖検定回答】



広
報
富
士
河
口
湖

　
３６

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

◆
今
月
の
庁
舎
企
画
◆

来
年
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　
　
　
配
布
と
販
売
等
に
つ
い
て

展
示
期
間
　
12
月
22
日
～
１
月
18
日

　
上
九
一
色
南
部
地
区
と
の
合
併
後
、
初
め
て
の
町
民
カ

レ
ン
ダ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
昨
年
の
町
立
美
術
館
「
富

士
山
写
真
大
賞
」
で
の
入
賞
作
品
と
、
以
前
の
上
九
一
色

村
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
か
ら
、
14
枚
の
写

真
を
取
り
入
れ
た
カ
ン
レ
ン
ダ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
方
に
は
12
月
広
報
誌
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
冊

５
０
０
円
で
お
分
け
し
ま
す
。
町
役
場
、
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
麦
嶺
書
社
の
五
回
目
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で
す
。
会
員
が

そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
禅
語
を
色
紙
に
表
現
し
ま
し
た
。

　
御
光
来
「
ほ
っ
と
し
た
作
品
」
を
み
つ
け
て
戴
け
た
ら

幸
い
で
す
。

中
村
湖
石
（
主
宰
）
、
梶
原
憲
十
郎
、
朝
比
奈
喜
四
郎
、
井
出
博
子
、

宇
野
満
子
、
大
石
ふ
さ
、
奥
脇
絵
美
子
、
小
佐
野
絹
子
、
小
林
利
広
、

申
谷
初
江
、
白
壁
祥
江
、
土
屋
利
代
、
轟
い
わ
江
、
中
村
和
美
、
中
村

操
、
中
村
れ
い
子
、
西
山
ツ
ネ
コ
、
穂
阪
四
郎
、
堀
内
智
美
、
三
浦
左

智
、
三
浦
雅
子
、
森
沢
和
久
、
渡
辺
恵
巳
子
、
渡
辺
勝
宜
、
渡

辺
桂
司
、
渡
辺
賢
一
、
渡
辺
幸
子
、
渡
辺
精
子
、
渡
辺
初
美
、
渡
辺

ひ
と
み
、
渡
辺
裕
美
、
渡
辺
美
明

麦
嶺
書
社
「
ほ
っ
と
す
る

　
　
　
　
禅
語
に
よ
る
色
紙
展
」

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
１
月
号
の
広
報
は
、

　
　
　
１
月
18
日
発
行
予
定
で
す
。

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
毎
月
５
、
10
、
15
、
20
、
25
日

　
　
　
　
　   

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
こ
の
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
後
の
平
日
）

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3
）

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

今月の行政相談・心配ごと相談日

12月20日(水)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町交流センター

足和田出張所

精進出張所

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時

午後1時15分
　　～2時45分

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

町の行政相談員さんは、　白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

■
展
示
者
■


